
＜令和８年度 中央小学校 教育目標＞         

  

 

          一人一人を大切にするために、名前に「さん」づけを。 

その子の良さを見つけて発信。個に寄り添う。自分と違う仲間も認める。 

  

 

           

行事や節目、 日々の学習や生活の中で培われる 

学校という集団の中だからこそ学べることを大切に育む。  

 

   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども一人一人の活躍・成長 

（その子色の花を咲かせてほしい） 

 

子どもの自立 

自分で乗り越える力・なんとかしようとする心 

中央小学校訓  なかよく・つよく・こんきよく 

３つの宝磨き 

あいさつ・そうじ・ランニング 

→伝統を引き継ぎ 次へつなぐ 

「本物は続く・続けると本物になる」 

→自分から 動く 

楽しい授業 

わかる・深まる・みんなで 

→「～したい」授業・心が動く授業づくり 

 五感を使い、体と頭を働かせる 

→人の話を聴く、自分の考えが言える       

見えない根っこ（プラスの心）を育む 

必ず誰かが見ていてくれる、わかっていてくれる ＝ 安心感・信頼感 

一人一人の子どもの把握・寄り添う関わり合い  

※地域・家庭・学校の多くの目で子どもたちを見て、育む 
共育 ＝ コミュニティ・スクール 

＜本年度の重点目標＞ 

①見えない根の部分に気づく 

→見える化＝価値づける 

②失敗をおそれず挑戦！→ 失敗は成長! 

 →人のせいにしない、自分を成長させる 

③自分たちで考え、実行 

 →任せ、認める＝本物の自信 

④自分と違う仲間を認め、学び合う 

 →にこにこタイム＝かかわりの力 

⑤だれにでも優しいユニバーサルデザイン 

我慢 挑戦 

勇気 
努力 

悩み 

自分の強み・弱み  

→できない時は助けを求める。

できることは進んで助ける。 

チーム 

中央で 

赤：強調 

紫：本年度より 

思いやり 


